
沿線地域のまちづくりの目指すべき姿

新見駅を中心とした持続可能なまちづくりを目指すため、周辺地域とのネット
ワーク化や接続強化を進めます

人口減少や少子高齢化が進む中、
商業や福祉・医療等生活サービ
ス機能を維持し、新見駅を中心
とした持続可能なまちづくりを
目指します。また、新見駅と周
辺地域のコミュニティを利便性
の高い公共交通で接続させるこ
とにより、多極ネットワーク型
のまちづくりを推進します。
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●新見駅周辺への都市機能の集約

通院や買い物などの日常生活に必要な都市機
能を新見駅周辺に集約し、市街地循環バスや
徒歩による回遊性を向上させることにより、
自家用車に頼らない生活圏を形成します。

●新見駅を中心とした多極ネットワークの構築

周辺地域からの鉄道や路線バスを新見駅に結節し、中
心拠点や生活拠点が利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型のまちづくりを推進します。

沿線地域のまちづくりの目指すべき姿
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